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応試験は、VP 試薬 1  150 µL、VP 試薬 2  60 µL を分

注し、ピペッティングによる撹拌を行い、室温放置後、

呈色の有無により判定した。クエン酸塩利用能試験は、

培地色の青変の有無により判定した。 

腸管出血性大腸菌の検査は、平成 26 年 11 月 20 日付け

食安監発第 1120 第 1 号 「腸管出血性大腸菌 O26、O103、

O111、O121、O145 及び O157 の検査法について」に従

って実施した。検体 25 g に mEC 培地を 225 mL 加え、

ストマッカー処理した。培養後、アルカリ熱抽出法にて

DNA を抽出し、リアルタイム PCR によりベロ毒素遺伝

子の増幅及び検出を行った。ベロ毒素遺伝子が検出され

た場合には、通知法で指定されている DNA 抽出キット

により抽出した DNA を用いて、リアルタイム PCR によ

り O 抗原遺伝子（O26、O103、O111、O121、O145 及び

O157）の増幅及び検出を行った。O 抗原遺伝子が検出さ

れた場合には、当該 O 抗原遺伝子に対応する血清群の免

疫磁気ビーズにより培養液を濃縮した。分離培養には

DHL 寒天培地及びクロモアガーSTEC 寒天培地を使用す

るとともに、O26 免疫磁気ビーズ濃縮液には CT-RMAC

寒天培地、O111 免疫磁気ビーズ濃縮液には CT-SBMAC

寒天培地、それ以外の血清群の免疫磁気ビーズ濃縮液に

は CT-SMAC を使用した。 

サルモネラ属菌の検査は、「食品衛生法施行規則及び

食品、添加物等の規格基準の一部改正について」（平成

5 年 3 月 17 日付け衛乳第 54 号（最終改正：平成 27 年 7

月 29 日付け食安発 0729 第 4 号））に従い実施した。検

体 25g に BPW 225 mL を加えてストマッキングし、37℃

で 22±2 時間、前増菌培養した。その後、その培養液の

0.1 mL 及び 1 mL をそれぞれ Rappaport - Vassiliadis 培地

及びテトラチオン酸塩培地 10 mL に接種し、42℃で 22

±2 時間培養した。それぞれの培地をよく混和後、1 白

金耳量を DHL 寒天培地及び CHROMagar Salmonella 培地

に画線塗抹し、37℃で 22±2 時間培養した。培養後、各

分離培地に発育した定型的コロニーを 4 個ずつ釣菌し

て、TSI 寒天培地及び LIM 寒天培地等に接種し、37℃で

22±2 時間培養した。培養後、生化学性状を確認し、血

清型別試験、必要に応じてその他の細菌学的検査を行い

同定した。 

カンピロバクター・ジェジュニ／コリの検査は、“食 

品からの微生物標準試験法検討委員会”が定めたカンピ

ロバクター・ジェジュニ／コリ標準試験法に従い行った。

検体 25 g にカンピロバクター選択増菌培地（プレスト

ン組成）を 100 mL 加えストマッキングし、42±1℃で 48 

時間、微好気条件下で増菌培養した。24 時間後と 48 時

間後の培養液 1 白金耳量をスキロー培地及び mCCDA 培

地に画線塗抹し、42±1℃で 48 時間、微好気培養した。

培養後、各分離平板培地の発育した定型的コロニーを 3 - 

4 個ずつ釣菌し、生化学性状を確認して同定した。 

 

３ 結果 

検査結果を表 2 に示す。大腸菌は 80 検体中 14 検体

（17.5%）から検出された。陽性となった検体の内訳は、

カイワレ 5 検体中 1 件（20%）、みつば 6 検体中 1 件

（16.7%）、水菜 5 検体中 1 件（20%）、浅漬 18 検体

中 6 件(33.3%)であった。サルモネラ属菌は、58 検体中 3

検体（5.2%）から検出され、鶏ミンチ肉 1 検体から S. 

Infantis を 、 角 切 り ス テ ー キ 肉 2 検 体 か ら S. 

Schwaruzengrund が検出された。腸管出血性大腸菌は 58

検体すべてが陰性であった。また、カンピロバクター・

ジェジュニ／コリは 12 検体すべて陰性であった。 
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筑紫 粕屋 糸島 宗像・遠賀 嘉穂・鞍手 田川 北筑後 南筑後 京築

2018/10/1 11 11 11 33

2018/10/29 11 11 11 33

2018/11/26 11 11 11 33

2018/12/3 1 1

総計 11 11 11 11 11 11 11 11 12 100

搬入事務所
搬入日 総計

表1.　各保健福祉（環境）事務所の搬入検体数
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*

5 1 - - -
6 0 - - -
6 1 - - -
6 0 - - -
7 0 - - -
7 0 - - -
5 1 - - -
13 0 0 - 0
18 6 0 - 0

** 12 - 1 0 0
8 - 2 - 0
5 5 0 0 0
2 0 0 0 0

100 14 3 0 0
*  6 O26 O103 O111 O121 O145 O157
** / 3

2.
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